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〔
第
１
回
臨
時
会
〕 

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
16
日
に
開

か
れ
、
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
、
常

任
委
員
会
等
の
委
員
の
選
任
お
よ
び
議

会
選
出
各
種
役
職
の
選
任
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
な
ど
の
専
決
処
分
３
件
を

承
認
す
る
と
と
も
に
、
監
査
委
員
の
選

任
２
件
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

〔
第
２
回
定
例
会
〕

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
13
日
か
ら

29
日
ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
児
童
福
祉
施
設

整
備
費
等
補
助
金
な
ど
を
含
む
「
平
成

29
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）」
の
ほ
か
、「
鹿
児
島
市
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件
」
や
「
鹿
児
島
市
電
車

乗
車
料
条
例
一
部
改
正
の
件
」
な
ど
、

議
案
14
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
教
育
予
算
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨

〔
第
１
回
臨
時
会
〕

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
（
２
件
）

・
ふ
じ
く
ぼ
博
文
氏
　
　
　
・
柿
元
一
雄
氏

〔
第
２
回
定
例
会
〕

▼
鹿
児
島
市
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の

基
準
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

・
障
害
者
の
日
常
生
活
お
よ
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を

す
る
も
の

▼
鹿
児
島
市
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件

・
障
害
者
の
日
常
生
活
お
よ
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
文
の
整
備
を
す
る
も
の

▼
鹿
児
島
市
電
車
乗
車
料
条
例
一
部
改
正
の
件

・
通
勤
定
期
乗
車
券
等
に
つ
い
て
区
間
や
系
統
を
限
定
せ
ず
利
用
で
き
る

制
度
を
導
入
し
、
定
期
料
金
の
一
部
の
改
定
等
を
す
る
と
と
も
に
、
シ

ニ
ア
定
期
乗
車
券
を
創
設
す
る
も
の

▼
鹿
児
島
市
乗
合
自
動
車
乗
車
料
条
例
一
部
改
正
の
件

・
シ
ニ
ア
定
期
乗
車
券
を
創
設
す
る
も
の

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

・
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
再
度
の
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
特
別
の
事
情
等
を
追
加
す
る
も
の

▼
鹿
児
島
市
税
条
例
一
部
改
正
の
件

・
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
等
に
係
る
固

定
資
産
税
等
の
課
税
標
準
の
特
例
割
合
を
定
め
る
と
と
も
に
、
軽
自
動

車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
措
置
の
延
長
等
を
行
う
も
の

▼
平
成
29
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◎
主
な
内
容

・
児
童
福
祉
施
設
整
備
費
等
補
助
金

・
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

・
就
学
援
助
事
業
（
小
学
校
・
中
学
校
）

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

・
諏
訪
健
筰
氏

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

・
笹
川
理
子
氏
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高規格救急自動車

　
　
　
首
都
圏
に
お
け
る
国
内
観
光
誘

致
の
状
況
お
よ
び
明
治
維
新
１
５
０
年
、

鹿
児
島
国
体
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
方
策
は
。

　
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
Ｐ
Ｒ

方
策
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
本
市
東
京
事
務
所
に
お
い
て
は
、

「
食
の
都
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア
」
や
「
世

界
一
！
桜
島
大
根
フ
ェ
ア
」
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

観
光
・
物
産
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
維
新
１
５
０
年
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
事
業
と
連
動
さ
せ
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
情
報
発
信
や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
国
内
観
光
客
の

誘
致
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
鹿

児
島
国
体
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
絶
好
の
機
会
と
捉

え
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
積
極
的
な
情
報

発
信
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
外
国
人
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
首

都
圏
に
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
等
各
国
の
大

使
館
訪
問
や
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ
等
へ

の
情
報
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

加
え
、
外
務
省
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の

観
光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
や
外
国
人
が
多
く

利
用
す
る
宿
泊
施
設
を
訪
問
し
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
本
市
の
公
共
交
通
の
今
後
の
在

り
方
を
協
議
す
る
場
と
し
て
設
置
さ
れ

た
「
市
内
乗
合
バ
ス
事
業
に
係
る
事
務

連
絡
会
」
の
位
置
付
け
は
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
会
議
経
過
お
よ

び
今
後
の
進
め
方
な
ら
び
に
合
意
形
成

へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　　
　
　
同
連
絡
会
は
、
本
市
交
通
事
業

経
営
審
議
会
の
答
申
や
鹿
児
島
経
済
同

友
会
公
民
連
携
推
進
委
員
会
の
提
言
を

踏
ま
え
、
市
内
乗
合
バ
ス
事
業
の
問
題

点
・
課
題
を
抽
出
し
、
認
識
を
共
有
す

る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
、
国
、
県
、

市
お
よ
び
バ
ス
事
業
者
で
構
成
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
会
議
を
３
回
開
催
し
、
乗

合
バ
ス
事
業
の
現
状
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
協
議

の
進
め
方
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
今
後
の
協
議
の
進
め
方
と
し
て
は
、

乗
合
バ
ス
の
競
合
路
線
に
お
け
る
路
線

の
廃
止
・
移
譲
等
に
関
す
る
事
項
は
、

各
事
業
者
間
で
個
別
・
具
体
的
な
協
議

を
行
い
、
全
体
で
協
議
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
連
絡
会

で
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
競
合
路
線
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
各
事
業
者
で
基
本
方
針
や

具
体
案
等
を
検
討
し
た
上
で
、
関
係
事

業
者
間
で
の
協
議
が
な
さ
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
、

市
と
し
て
も
調
整
等
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
乗
合
バ
ス
事
業
は
、
国
、
県

も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
も
ら
え
る

よ
う
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
「
平
成
28
年
度
版
　
救
急
・
救

助
の
現
状
」
に
よ
る
と
、
全
国
で
搬
送

さ
れ
る
人
の
内
訳
を
傷
病
程
度
別
で
見

る
と
「
入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
」

軽
症
が
49
・
4
㌫
に
達
し
て
お
り
、
安

易
な
救
急
車
の
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
に
お
け
る
救
急
車
を
必
要

と
し
な
い
割
合
な
ら
び
に
10
年
前
と
比

較
し
た
傾
向
は
。

　
ま
た
、
適
正
利
用
を
促
す
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
と
そ
の
評
価
・

課
題
は
。

　
　
　
軽
症
者
の
搬
送
割
合
で
比
較
す

る
と
、
18
年
度
は
43
・
0
㌫
、
28
年
度

は
32
・
3
㌫
で
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を
促
す

取
り
組
み
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る

広
報
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
救
急
講
習
な

ど
を
通
じ
て
広
く
市
民
へ
の
周
知
広
報

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
に
お

け
る
軽
症
者
の
割
合
は
、
年
々
減
少
し

て
お
り
、
取
り
組
み
の
効
果
が
出
て
き

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
、
市
医
師
会
や
保
健
所
等
と
さ
ら
な

る
連
携
を
図
り
、
広
く
市
民
へ
の
普
及

啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
財
政
健

全
化
計
画
の
目
的
と
国
保
の
都
道
府
県

単
位
化
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
ま
た
、
本
市
国
保
の
構
造
的
な

課
題
と
解
消
の
展
望
は
。

　
　
　
同
計
画
は
、
本
市
国
保
の
単
年

度
収
支
の
改
善
お
よ
び
累
積
赤
字
の
解

消
と
い
う
課
題
解
決
に
向
け
、
平
成
30

年
度
の
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
国
保
財
政
の
安
定

的
な
運
営
が
継
続
で
き
る
よ
う
策
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
都
道
府
県
単
位
化
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

県
に
お
い
て
29
年
度
中
に
運
営
方
針
が

策
定
さ
れ
、
標
準
保
険
料
率
お
よ
び
納

付
金
等
は
30
年
1
月
に
市
町
村
に
示
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
市
国
保
の
構
造
的
な
課
題

と
し
て
は
、
年
齢
構
成
が
高
く
、
医
療

費
水
準
が
高
い
こ
と
や
所
得
水
準
が
低

く
、
保
険
税
負
担
が
重
い
こ
と
、
保
険

税
の
収
納
率
が
低
い
こ
と
で
あ
る
が
、

同
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
着
実
に

実
行
す
る
こ
と
で
、
一
人
当
た
り
の
医

療
費
や
保
険
税
の
収
納
率
な
ど
の
改
善

を
図
り
た
い
。

　
　
　
本
市
が
将
来
に
向
け
て
持
続
可

能
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

若
い
世
代
が
大
都
市
圏
へ
向
か
う
流
れ

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
本
市

へ
呼
び
戻
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、

若
い
世
代
の
雇
用
機
会
の
拡
大
や
労
働

環
境
の
整
備
促
進
の
た
め
の
具
体
的
な

施
策
は
。

　
　
　
若
い
世
代
の
雇
用
機
会
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
新
規
創
業
者
等
の
育
成

支
援
や
企
業
立
地
等
に
対
す
る
支
援
の

ほ
か
、
新
た
に
産
学
官
連
携
に
よ
る
「
か

ご
し
ま
で
働
き
た
い
若
者
応
援
会
議
」

や
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
す
る
４
市

に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
環
境

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
よ
る
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
内
の
事
業
所
に
対
し
、
取
り
組
み
事

例
等
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
等

で
紹
介
し
、
意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
無
料
で
派
遣
し

て
事
業
所
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
平

成
28
年
度
契
約
金
額
は
。
ま
た
、
会
員

や
事
業
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
声
お

よ
び
今
後
の
課
題
は
。

　
　
　
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
28
年
度

の
契
約
金
額
は
、
約
11
億
３
千
万
円
で

あ
る
。

　
ま
た
、
会
員
か
ら
は
、
「
入
会
し
た

の
に
希
望
す
る
業
務
を
紹
介
さ
れ
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
あ
る
一
方
で
、
事
業
所

か
ら
は
、
清
掃
や
軽
作
業
な
ど
人
手
の

確
保
が
難
し
い
業
務
の
依
頼
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
28
年
度
か
ら

新
た
に
ジ
ョ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
未
就
業
会
員
へ
の
案
内
や
説

明
会
を
行
う
な
ど
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解

消
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
後
は
、
従
事
希
望
の
多
い
業
務
に
つ

い
て
、
よ
り
一
層
の
開
拓
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
に
お
け
る
本
格
焼
酎
の
産

業
振
興
と
お
も
て
な
し
の
機
運
醸
成
に

向
け
た
見
解
は
。

　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
、
本
格
焼
酎

の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
新
製
品
の

開
発
や
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
こ
れ

ら
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年

の
明
治
維
新
１
５
０
周
年
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
送
、
２

０
２
０
年
の
鹿
児
島
国
体
な
ど
、
県
内

外
か
ら
多
数
の
方
々
が
本
市
を
訪
れ
る

こ
れ
ら
の
機
会
を
捉
え
、
雄
大
な
桜

島
、
錦
江
湾
な
ど
の
自
然
景
観
や
歴

史
・
文
化
、
黒
豚
・
黒
牛
な
ど
の
豊
富

な
食
と
と
も
に
、
本
格
焼
酎
に
よ
る
お

も
て
な
し
で
鹿
児
島
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
。

　第２回定例会では18人の議員が個人質疑を行いました。その中から一部を紹介し
ます。
　質疑者は下記のとおりです。

（社民・市民フォーラム）
（自民みらい）
（社民・市民フォーラム）
（自民みらい）
（自由民主党新政会）
（民進・無所属の会）

議員
議員
議員
議員
議員
議員

森山きよみ
井 上 　 剛
中原ちから
薗 田 裕 之
杉尾ひろき
三反園輝男

（無 所 属）
（日本共産党）
（無 所 属）
（自由民主党）
（日本共産党）
（自由民主党新政会）

議員
議員
議員
議員
議員
議員

のぐち英一郎
たてやま清隆
小川みさ子
古 江 尚 子
大園たつや
奥山よしじろう 

（自由民主党維新の会）
（公 明 党）
（日本共産党）
（無 所 属）
（無 所 属）
（自由民主党新政会）

議員
議員
議員
議員
議員
議員

中 島 蔵 人
上田ゆういち
園 山 え り
大 園 盛 仁
平山たかし
長田徳太郎

個人質疑
   　 　  から

問

答問

問答

問答 若
い
世
代
の
雇
用
機
会
の
拡
大
と

労
働
環
境
の
整
備
促
進

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

課
題
等

問答 本
格
焼
酎
の
産
業
振
興

答答 問 国
民
健
康
保
険

財
政
健
全
化
計
画（
案
）

答 首
都
圏
に
お
け
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

問 本
市
公
共
交
通
の
今
後
の

在
り
方
に
関
す
る
協
議
の
場

救
急
車
の
適
正
利
用

インターネット放映
（アクセス方法）
市議会トップページ
→  インターネット議会中継録画

せ
　ご
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小
学
生
向
け
マ
ン
ガ
教
材
「
徳
の
交
わ
り
」

　
　
　
小
山
田
町
の
市
民
ア
ー
ト
に
対

す
る
評
価
お
よ
び
市
民
の
ひ
ろ
ば
等
で

紹
介
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
市
民
ア
ー
ト
等
を
観
光
に
生
か
す
こ

と
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
同
町
の
市
民
ア
ー
ト
に
つ
い
て

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
自
然
豊
か

な
風
景
の
中
に
、
明
治
維
新
の
立
役
者

や
、
桜
島
な
ど
が
苔
画
と
し
て
約
２
０

０
㍍
に
渡
り
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
出

来
栄
え
も
素
晴
ら
し
く
、
新
た
な
地
域

資
源
に
な
る
も
の
と
感
じ
た
。
今
回
の

市
民
ア
ー
ト
は
、
市
民
に
よ
る
明
治
維

新
１
５
０
周
年
に
向
け
た
情
報
発
信
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
市
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
明
治
維
新
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に

当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
市
民
に
よ

る
取
り
組
み
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
気
運
の
醸
成
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
鹿
児
島
国
体
に
お
い
て
本
市
が

主
会
場
と
な
る
代
表
的
な
競
技
種
目
名

と
、
改
修
を
必
要
と
す
る
施
設
名
お
よ

び
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
本
市
で
開
催
さ
れ
る
正
式
・
特

別
競
技
は
、
陸
上
競
技
、
水
泳
、
テ
ニ

ス
等
15
競
技
で
あ
る
。

　
市
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
東
開
庭
球

場
の
観
客
ス
タ
ン
ド
や
鴨
池
市
民
球
場

の
フ
ァ
ウ
ル
ポ
ー
ル
等
の
改
修
、
松
元

平
野
岡
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
桜
島
総

合
体
育
館
等
へ
の
床
金
具
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
鴨
池
市
民
球

場
の
外
野
フ
ェ
ン
ス
の
か
さ
上
げ
、
桜

島
総
合
体
育
館
の
床
の
研
磨
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
県
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
鴨

池
陸
上
競
技
場
、
鴨
池
庭
球
場
お
よ
び

鴨
池
野
球
場
の
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
今
後
、
平
川
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ

ー
お
よ
び
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
を
改
修
す

る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
わ
が
国
の
文
化
や
伝
統
を
語
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
日
本
遺
産
と
し
て
認
定

す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成
27
年
度

か
ら
認
定
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
国

の
示
す
認
定
方
針
や
申
請
の
条
件
と
本

市
の
資
格
の
有
無
は
。
ま
た
、
本
市
の

資
産
を
活
用
し
た
日
本
遺
産
の
認
定
申

請
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
日
本
遺
産
の
認
定
方
針
等
に
つ

い
て
は
、
文
化
や
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー

リ
ー
の
内
容
が
当
該
地
域
の
際
立
っ
た

歴
史
的
特
徴
・
特
色
を
示
す
も
の
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
審
査
基
準
と
し
、
32
年

ま
で
に
１
０
０
件
程
度
を
認
定
し
て
い

く
予
定
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
申
請

に
当
た
っ
て
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
構

成
す
る
文
化
財
の
中
に
、
国
指
定
の
も

の
を
必
ず
一
つ
は
含
め
る
こ
と
に
加
え
、

世
界
文
化
遺
産
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た

は
歴
史
的
文
化
基
本
構
想
等
が
策
定
済

み
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
お
り
、

本
市
は
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
８
県
11
市
で
構
成

し
て
い
る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
完
成
度
を
さ

ら
に
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
本
遺
産
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
各
面
か
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日
付
の
文
部

科
学
省
の
就
学
援
助
制
度
の
通
知
に
つ

い
て
、
そ
の
趣
旨
と
見
直
し
の
具
体
的

な
内
容
お
よ
び
本
市
の
対
応
は
。
ま
た
、

29
年
度
入
学
者
も
増
額
支
給
の
対
象
と

な
る
か
。

　
　
　
同
通
知
で
は
、
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
等
に
つ
い
て
、
そ
の
支
給

単
価
を
小
学
校
４
万
６
０
０
円
、
中
学

校
４
万
７
４
０
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額

改
定
す
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本

市
は
こ
れ
ま
で
、
就
学
援
助
事
業
の
支

給
単
価
設
定
に
国
の
基
準
を
用
い
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
単
価
改
定
を

反
映
し
、
増
額
し
て
支
給
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
29
年
７
月
に
支
給
を
予
定
し

て
い
る
29
年
度
の
入
学
者
に
つ
い
て
も

改
定
後
の
単
価
で
支
給
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
　
　
本
市
小
学
生
向
け
に
発
行
さ
れ

て
い
る
マ
ン
ガ
教
材
「
徳
の
交
わ
り
」

は
、
西
郷
南
洲
翁
と
旧
庄
内
藩
（
現
在

の
山
形
県
鶴
岡
市
）
家
老
の
菅
実
秀
の

魂
の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
て
い
る
が
、
学

校
で
の
活
用
状
況
は
。

　
　
　
同
教
材
は
、
郷
土
を
愛
す
る
心

を
育
む
た
め
に
小
学
校
の
５
年
生
全
員

に
配
布
し
、
各
学
校
で
は
、
同
教
材
を

教
育
課
程
に
位
置
付
け
て
活
用
を
図
っ

て
お
り
、
道
徳
の
時
間
で
は
、
「
思
い

や
り
」
や
「
寛
容
」
等
の
道
徳
的
価
値

を
学
ぶ
資
料
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
社
会
科
に
お
い
て
は
、
西
郷

南
洲
翁
な
ど
郷
土
の
先
人
の
活
躍
や
鶴

岡
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
学
ぶ
資
料
と

し
て
い
る
ほ
か
、
朝
読
書
や
家
庭
で
の

親
子
読
書
の
読
み
物
と
し
て
活
用
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。

　
　
　
近
年
、
運
動
会
を
春
に
実
施
す

る
小
学
校
が
増
え
て
い
る
が
、
新
１
年

生
の
健
康
診
断
の
結
果
が
分
か
ら
な
い

中
で
、
運
動
会
の
練
習
を
し
た
り
、
当

日
を
迎
え
た
小
学
校
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
市
教
育

委
員
会
は
各
学
校
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
指
導
や
助
言
を
し
た
の
か
。

　
　
　
平
成
29
年
５
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
運
動
会
を
実
施
し
た
18
校
に
お
い

て
は
、
練
習
開
始
の
時
点
で
は
検
診
結

果
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
運
動
会
当

日
ま
で
に
は
検
診
結
果
を
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
心
電
図
検
査
を
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
練
習

開
始
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
学
校
生
活

に
慣
れ
て
い
な
い
１
年
生
に
対
し
、
安

全
面
や
健
康
面
に
配
慮
し
た
段
階
的
な

指
導
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　
　
子
ど
も
が
い
る
世
帯
へ
の
貧
困

対
策
で
あ
る
学
習
支
援
事
業
の
実
施
状

況
は
。
ま
た
、
平
成
29
年
８
月
と
10
月

に
開
催
さ
れ
る
こ
ど
も
食
堂
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
目
的
お
よ
び
本
市
の
支
援
の
考

え
方
は
。

　
　
　
中
学
生
へ
の
学
習
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
28
年
度
は
７
月
か
ら
２
月

ま
で
、
２
カ
所
で
延
べ
71
回
実
施
し
、

大
学
生
等
延
べ
２
７
４
人
の
協
力
を
得

て
、
中
学
生
が
延
べ
４
９
５
人
参
加
し

た
。
29
年
度
も
同
様
に
５
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
８
月
５
日
の
「
愛
育
の
夏
祭

り
」
は
、
県
内
の
子
ど
も
食
堂
の
活
動

Ｐ
Ｒ
等
を
含
め
た
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
が
開

催
す
る
も
の
で
、
本
市
は
広
報
に
協
力

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
「
広
が
れ
子

ど
も
食
堂
の
輪
！
全
国
ツ
ア
ー
in
か
ご

し
ま
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
食
堂
の

活
動
を
地
域
住
民
の
誰
も
が
理
解
し
関

わ
っ
て
い
け
る
取
り
組
み
へ
と
裾
野
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
食
堂

の
方
々
等
で
組
織
さ
れ
る
実
行
委
員
会

に
よ
り
、
開
催
に
向
け
て
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
は
、
そ

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
広
報
等
の
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
平
成
28
年
度
と
29
年
度
の
利
用

待
機
児
童
数
、
利
用
保
留
児
童
数
お
よ

び
隠
れ
待
機
児
童
と
も
い
わ
れ
る
待
機

児
童
と
定
義
さ
れ
な
い
利
用
保
留
児
童

数
は
。
ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
で
新

た
に
設
置
さ
れ
る
保
育
施
設
等
の
数
、

定
員
数
お
よ
び
利
用
待
機
児
童
の
解
消

の
効
果
は
。

　
　
　
本
市
の
４
月
１
日
現
在
の
利
用

待
機
児
童
数
は
、
28
年
１
５
１
人
、
29

年
２
５
２
人
、
利
用
保
留
児
童
数
は
28

年
３
８
１
人
、
29
年
４
２
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
利
用
保
留
児
童
の
う
ち
、
待

機
児
童
と
定
義
さ
れ
な
い
児
童
数
は
、

28
年
２
３
０
人
、
29
年
１
６
８
人
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算

に
計
上
し
て
い
る
保
育
所
等
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
は
、
29
年
４
月
に
利
用
待

機
児
童
の
多
い
地
域
で
７
施
設
、
３
５

０
人
の
定
員
増
を
図
る
こ
と
か
ら
、
解

消
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
古
紙
、
衣
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
類
な
ど
の
資
源
物
が
「
も
や
せ
る

ご
み
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
。
ま
た
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
「
汚
れ
た
も
の
を
除

く
古
着
、
古
布
」
や
「
レ
シ
ー
ト
な
ど

を
除
く
紙
類
」、
「
プ
ラ
マ
ー
ク
の
あ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
」
は
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
な
ど
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
改
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
古
紙
、
衣
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
類
な
ど
の
分
別
に
つ
い
て
は
、
ア

ル
ミ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
紙
パ
ッ
ク

や
洗
面
器
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
よ
う
に
、
素
材
は
似
て
い
る
が
資
源

物
で
は
な
く
、
「
も
や
せ
る
ご
み
」
と

し
て
収
集
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と

か
ら
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

　
「
も
や
せ
る
ご
み
」
に
分
別
し
て
い

る
タ
オ
ル
な
ど
の
布
製
品
や
紙
箱
な
ど

の
古
紙
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
29
年
10
月
か
ら

の
住
民
説
明
会
に
向
け
、
そ
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
受
け
入
れ
先
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
の

う
ち
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
し
て
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
・
広
報
を
図

っ
て
い
く
。

問答

問答

地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
振
興

問答 鹿
児
島
国
体
に
向
け
た

準
備
状
況

就
学
援
助
の
増
額

答 問答 問 小
学
生
向
け
マ
ン
ガ
教
材

「
徳
の
交
わ
り
」

子
ど
も
が
い
る
世
帯
へ
の

貧
困
対
策

問答 児
童
の
健
康
診
断
と

運
動
会
の
実
施
時
期

答 問 待
機
児
童
の
現
状
と
対
策

答 問 家
庭
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

日
本
遺
産
認
定
へ
の
取
り
組
み

問答

こ
け  

え

す
げ
さ
ね
ひ
で

し
ん
ち
ょ
く
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　国
道
10
号
鹿
児
島
北
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
国
の
平
成
29
年
度
予
算

で
は
具
体
的
な
工
事
着
手
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
市
長
の

バ
イ
パ
ス
整
備
に
か
け
る
思
い
は
。

　
　
　
国
道
10
号
は
、
主
要
な
幹
線
道

路
で
あ
り
、
当
該
道
路
の
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
の
緩
和
な
ど
を
目
的
と
し
て
整

備
す
る
鹿
児
島
北
バ
イ
パ
ス
は
、
本
市

に
と
っ
て
も
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
と
認
識
し

て
い
る
。

　
同
バ
イ
パ
ス
は
、
昭
和
56
年
の
都
市

計
画
決
定
以
降
、
長
年
に
わ
た
り
ル
ー

ト
や
構
造
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、
平
成

27
年
12
月
の
山
岳
ル
ー
ト
へ
の
変
更
を

経
て
、
29
年
度
に
祇
園
之
洲
地
区
の
改

良
工
事
な
ど
の
予
算
が
確
保
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
回
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
同
バ

イ
パ
ス
の
工
事
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
要
望
活
動
の
成
果
と
捉
え
、

大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
に
整
備
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

姶
良
市
と
と
も
に
国
に
対
し
て
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　本
市
が
路
上
禁
煙
地
区
を
指
定

し
て
い
る
目
的
な
ら
び
に
、
九
州
県
都

市
に
お
け
る
指
定
の
目
的
と
加
熱
式
た

ば
こ
の
取
り
扱
い
状
況
は
。

　ま
た
、
同
た
ば
こ
に
つ
い
て
は
、
ポ

イ
捨
て
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
出

は
じ
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
た
ば
こ

を
規
制
の
対
象
外
と
し
た
上
で
、
総
合

的
な
ポ
イ
捨
て
の
軽
減
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
本
市
の
路
上
禁
煙
地
区
に
つ
い

て
は
、
「
み
ん
な
で
ま
ち
を
美
し
く
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
た
ば
こ
の
吸
い

殻
の
投
棄
防
止
を
重
点
的
に
推
進
す
る

た
め
に
指
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

九
州
県
都
市
に
お
い
て
も
、
喫
煙
に
よ

る
人
へ
の
健
康
・
安
全
面
の
配
慮
や
、

ポ
イ
捨
て
防
止
等
の
目
的
で
、
い
ず
れ

の
都
市
も
路
上
禁
煙
地
区
を
指
定
し
て

い
る
。
　
　

　
ま
た
、
同
た
ば
こ
の
取
り
扱
い
状
況

に
つ
い
て
は
、
や
け
ど
の
危
険
が
な
い
、

灰
が
出
な
い
等
の
理
由
か
ら
６
市
が
規

制
の
対
象
外
と
し
て
い
る
が
、
本
市
に

お
い
て
は
、
路
上
禁
煙
地
区
を
喫
煙
マ

ナ
ー
向
上
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
位
置

付
け
て
お
り
、
同
た
ば
こ
は
、
一
般
の

た
ば
こ
と
喫
煙
行
為
の
区
別
が
難
し
い

こ
と
や
、
吸
い
殻
が
発
生
し
、
ポ
イ
捨

て
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
取
り
扱
い
と
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　電
車
乗
車
料
条
例
改
正
の
概
要
な

ら
び
に
経
緯
等
は
。

答
　
今
回
の
改
正
は
、
通
勤
お
よ
び
通

学
定
期
乗
車
券
に
区
間
や
系
統
を
限
定

し
な
い
制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
全
線
利
用
の
導
入
に
伴
い
、
利
便

性
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
、
大
人
の
定
期
料
金
の
算
出
基

礎
と
な
る
金
額
を
、
前
回
の
改
定
前
の

普
通
料
金
で
あ
る
１
６
０
円
か
ら
現
行

の
１
７
０
円
に
改
め
る
と
と
も
に
、
従

来
あ
っ
た
通
勤
通
学
定
期
乗
車
券
お
よ

び
全
線
定
期
乗
車
券
を
廃
止
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
に
創
設
す
る
シ
ニ
ア
定

期
乗
車
券
は
、
満
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
市
電
の
全
線
で
乗
降
可
能
と
な

る
定
期
乗
車
券
を
発
売
す
る
も
の
で
あ

り
、
料
金
は
通
勤
定
期
券
と
敬
老
パ
ス

の
負
担
割
合
を
考
慮
し
、
通
学
定
期
券

と
同
額
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
改
正
を
行
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

は
、
本
市
は
、
平
成
26
年
４
月
の
消
費

税
法
等
の
一
部
改
正
の
際
に
、
乗
車
料

金
の
改
定
を
行
っ
た
が
、
国
か
ら
、
料

金
改
定
に
伴
う
増
収
に
つ
い
て
は
、
税

率
改
定
相
当
分
の
範
囲
内
と
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を

受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
相
当
分
を
上
回
ら
な
い
よ
う
、

大
人
の
普
通
料
金
は
１
６
０
円
か
ら
１

７
０
円
に
引
き
上
げ
た
も
の
の
、
定
期

料
金
は
据
え
置
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、

そ
の
算
出
基
礎
を
普
通
料
金
と
同
額
の

１
７
０
円
に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
条
例
の
施
行
日
は
、
30
年
１

月
１
日
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　今
回
の
定
期
料
金
の
改
定
に
伴
い
、

現
在
の
定
期
券
利
用
者
に
ど
の
程
度
の

影
響
が
あ
る
か
。

答
　
今
回
の
改
定
で
は
、
通
学
定
期
券

が
月
額
４
８
０
０
円
か
ら
５
１
０
０
円

に
、
通
勤
定
期
券
が
月
額
６
７
２
０
円

か
ら
７
１
４
０
円
に
改
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円
、
４
２
０

円
の
増
と
な
る
。
両
定
期
券
の
年
間
利

用
者
数
は
、
い
ず
れ
も
約
１
万
６
８
０

０
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
額

は
、
通
学
定
期
券
が
約
５
０
４
万
円
、

通
勤
定
期
券
が
約
７
０
５
万
６
千
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
利
用
日
限
定
通
勤
定
期
券
に

つ
い
て
は
、
月
額
５
２
８
０
円
か
ら
５

６
１
０
円
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

３
３
０
円
の
増
と
な
り
、
同
定
期
券
の

年
間
利
用
者
数
は
約
１
万
５
６
０
０
人

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
額
は
約

５
１
４
万
８
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

〜
第
23
話
〜

　
鹿
児
島
市
に
と
っ
て
明
治
の
大
事
業
が

水
道
や
街
路
整
備
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
、

県
民
に
最
も
か
か
わ
り
の
深
い
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
言
う
ま
で
も
な
く
鉄
道
の

建
設
で
あ
っ
た
。

　
本
土
最
南
端
に
位
置
す
る
鹿
児
島
は
、

交
通
・
通
信
の
分
野
に
お
い
て
中
央
と
の

ハ
ン
デ
ィ
が
大
き
く
、
九
州
他
県
か
ら
も

大
き
く
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。

　
明
治
20
年
代
に
は
す
で
に
九
州
で
も
鉄

道
は
福
岡
を
中
心
に
着
々
と
延
び
て
お
り
、

24
年
に
は
、
現
在
の
鹿
児
島
本
線
が
熊
本

ま
で
、
29
年
に
は
八
代
ま
で
開
通
し
て
い

る
が
、
八
代
と
鹿
児
島
市
が
よ
う
や
く
現

在
の
肥
薩
線
を
通
し
て
開
通
す
る
の
は
42

年
11
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
鹿
児
島
市
会
（
市
議
会
）
は
、
早
く
か

ら
鉄
道
建
設
促
進
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
鉄
道
政
策
を
め
ぐ
る
国
の

動
き
が
さ
ら
に
彼
ら
の
危
機
感
に
火
を
付

け
た
。
25
年
６
月
公
布
の
鉄
道
布
設
法
で

最
優
先
着
工
す
る
と
定
め
た
第
１
期
工
事

の
全
国
33
線
の
中
に
、
八
代
と
鹿
児
島
を

結
ぶ
大
動
脈
の
肥
薩
鉄
道
が
入
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
25
年
10
月
25
日
に
市
当
局
と

合
同
で
「
鉄
道
布
設
請
願
委
員
会
」
を
結

成
。
毎
議
会
の
よ
う
に
決
議
や
請
願
書
を

採
択
し
、
早
期
着
工
を
政
府
に
働
き
か
け

た
結
果
、
肥
薩
線
の
第
１
期
工
事
へ
の
繰

り
上
げ
が
27
年
５
月
に
実
現
。
32
年
８
月

に
鹿
児
島
側
か
ら
の
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
し
て
、
34
年
６
月
、
待
望
の
汽
笛
が

浜
町
駅
（
現
在
の
鹿
児
島
駅
）
に
鳴
り
響

い
た
。
浜
町
―
隼
人
駅
間
の
開
通
で
あ
る
。

　
以
後
、
肥
薩
線
は
隼
人
―
横
川
（
36
年

１
月
）、
横
川
―
吉
松
（
同
年
９
月
）、
八

代
―
人
吉
（
41
年
５
月
）
と
延
び
、
42
年

11
月
に
最
後
に
残
さ
れ
た
人
吉
―
吉
松
間

が
つ
な
が
っ
て
全
線
開
通
の
運
び
と
な
っ

た
。

「
待
望
の
鉄
道
開
通
」

市
電
の
定
期
料
金
改
定

問答 国
道
10
号
鹿
児
島
北

バ
イ
パ
ス
整
備

問答 路
上
禁
煙
地
区
に
お
け
る

電
気
加
熱
式
た
ば
こ
の
取
り
扱
い

委
員
会
か
ら

路上禁煙地区マップとマナー灰皿

市議会事務局総務課
☎ 099－216－1450（直通）

　平成28年５月分からの政務活動費収支報告書と収支内
訳書、領収書等の写しを、インターネットで公開をしてい
ます。
　政務活動費の交付を受けた会派ごとに、平成29年３月
分までの文書をご覧いただけます。

　地方自治法及び鹿児島市議会政務活動費の交付に関する
条例に基づき、鹿児島市議会議員の調査研究その他の活動
に資するため必要な経費の一部として交付されるものです。
【交付対象】
　市議会おける会派（所属議員が１人の場合を含みま
す。）
【交付額及び交付の方法】
　次の合算額を、４月から９月まで及び10月から翌年３
月までの各区分による期間ごとに交付します。
・各月の１日における当該会派の所属議員数に月額
150,000円を乗じて得た額
・各月の１日において現に会派が雇用している事務補助
員に係る当該月分の雇用に要する経費として月額
270,000円以内で市長が別に定める基準により算定
した額

政務活動費収支報告書等の
インターネット公開をはじめました

詳しくは市議会ホームページをご覧ください▶

　第２回定例会では１件の意見書案を原案どおり可決しました。要旨は次のとおりです。

●教育予算の拡充を求める意見書
　国においては、平成30年度の予算編成において、子供たちの教育環境改善のために、
計画的な教職員定数改善を推進するとともに、教育の機会均等と水準の維持向上を図る
ため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を堅持されるよう強く要請するため、国会お
よび関係行政庁に対し意見書を提出します。
　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、
　　　　　文部科学大臣、総務大臣

可決された意見書の要旨

政務活動費とは

　平成25年度分からの収支報告書等の写しは、市議会図
書室で閲覧できます。閲覧を希望される方は、市議会事務
局総務課（本庁舎西別館３階）までお越しください。
　閲覧場所：市議会図書室（本庁舎西別館４階）
　閲覧時間：午前８時30分～午後５時15分（閉庁日を除
　　　　　　きます。）

市議会図書室でも政務活動費収支報告書等を閲覧できます
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本会議 の 傍聴にお越しください

親子席や車いすスペースを設置しています！

親子席
　防音機能を備え
たガラス張りの部
屋になっています
ので、子ども連れ
の方も安心して傍
聴できます。

車いすスペース
　車いすを使用して
いる方も気軽に傍聴
できます。

ワイヤレス補聴器
　音声が聞こえ
にくい方に貸し
出します。

請願と陳情
　市政に対する市民の要望や希望を直接反映させるための方法として、だ

れでも請願書や陳情書を議会に提出することができます。本市議会では本

市の議員の紹介があるものを「請願」、議員の紹介がないものを「陳情」

として取り扱っています。

　請願の場合は、すべて委員会に付託し、会期中（定例会の期間中）また

は閉会中（定例会の期間外）に審査されます。

　陳情の場合は、委員会に付託するものと全議員に参考送付するもの（陳

情内容が国等へ意見書提出を求めるものや委員会付託になじまないと判断

されるものなど）がありますが、付託されますと、原則として閉会中の委

員会において審査されます。

会議録の閲覧・貸し出し
　市議会では会議録を市民の皆さんがいつでも利用できるように、下記の

公共施設で閲覧や貸し出しを行っています。

【閲覧・貸し出しができる施設】

市立図書館、県立図書館、地域公民館、勤労女性センター、

勤労青少年ホーム、サンエールかごしま、市消費生活センター

【閲覧ができる施設】

市議会図書室、市政情報コーナー、市民相談センター、各支所、

地域福祉館、高齢者福祉センター、知的障害者福祉センター、

福祉コミュニティセンター、勤労者交流センター、校区公民館

【会議録検索システム】

　市議会ホームページにある「会議録検索システム」で平成６年以降の

会議録を開催年、ことば、発言者名などで検索・閲覧できます。

調査時報（2017年６月号）を発行しました。
　市議会事務局では、中核市の主要新規単独事業および新規開設施設等を
とめた「調査時報」を発行しました。市議会ホームページや下記の施設で
閲覧することができます。

　目の不自由な方々に市議会の活動を知っていただくために、市議会だよ
りの点字版・音声版（テープ・ＣＤ）を作成しています。
　配付をご希望の方は、市議会事務局政務調査課までご連絡ください。

【閲覧ができる施設】
市議会図書室、市政情報コーナー、
鹿児島中央駅市民プラザ、市民相談センター、
市消費生活センター、各支所、
地域福祉館、高齢者福祉センター、
知的障害者福祉センター、吉田福祉センター、
福祉コミュニティセンター、勤労者交流センター、
市立図書館、県立図書館、地域公民館、
勤労女性センター、勤労青少年ホーム、
サンエールかごしま

市議会事務局政務調査課
☎ 099－216－1454（直通）

市議会事務局議事課
☎ 099－216－1456（直通）

１　本庁・各支所におけるモニター中継
　本会議の模様や行政情報を、市政情報配信システムにより配信してい
ます。
　同システムで、本会議の開催中の様子が、本庁や各支所のロビーなど
でご覧いただけます。
２　インターネットによる中継・録画放映
　広く議会活動を周知し、議会に対する理解
を深めていただくとともに、議会情報の速報
性を高めるため、インターネットによる本会
議中継と録画放映を実施しています。
　本会議中継では開催中の本会議をリアルタ
イムで、録画放映では平成20年第２回定例会以降の本会議の模様をご覧
いただけます。
　また、平成28年第１回臨時会以降の本会議の模様はスマートフォン・
タブレット端末でもご覧いただけます。

本会議の中継

＜アクセス方法＞
市議会トップページ→「調査時報」

<アクセス方法>
市議会トップページ→「インターネット議会中継録画」

＜アクセス方法＞　
市議会トップページ→「市議会会議録検索システム」

　傍聴を希望される方は、西別館４階の本会議傍聴受付までお越しください。
　傍聴受付で、傍聴人受付名簿に住所、氏名等をご記入いただいた後、係員が傍聴席へご案内いたします。なお、傍聴の際は、お守りいただく事項もご
ざいますのでご了承ください。
・耳の不自由な方のために議場のマイクの音を聞き取りやすくするワイヤレス補聴器を用意しております。
・手話通訳や要約筆記を希望される方は、傍聴希望日の５日前までにご連絡ください。手話通訳及び要約筆記に要する費用の本人負担はありません。
・身体障害者の方は補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）と同伴で傍聴できます。

市議会事務局総務課

☎ 099－216－1450（直通）

市議会だよりの点字版・音声版をご存じですか
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この広報紙は、紙へのリサイクルに適した
材料を用いて作成しています。
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無
所
属
Ｄ

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ａ

日
本
共
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党

自
由
民
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党

自
由
民
主
党
維
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の
会
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進・無
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属
の
会

自
民
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社
民・市
民
フ
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ー
ラ
ム

公

明

党

自
由
民
主
党
新
政
会

【第１回臨時会（５月）】            
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市税条例の一部を改正する条例〕
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例〕
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例〕

▼監査委員の選任について同意を求める件〔２件〕     
【第２回定例会（６月）】            
▼鹿児島市電車乗車料条例一部改正の件 
▼鹿児島市税条例一部改正の件  
▼鹿児島市指定障害福祉サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例一部
改正の件 

▼鹿児島市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市過疎地域工業等開発促進条例一部改正の件
▼鹿児島市乗合自動車乗車料条例一部改正の件 
▼町の区域の変更に関する件〔皇徳寺台二丁目の一部の山田町への編入〕
▼鹿児島市営住宅条例一部改正の件    
▼職員の育児休業等に関する条例一部改正の件    
▼自動車購入の件〔救助工作車１台〕   
▼平成29年度鹿児島市一般会計補正予算（第１号）
▼専決処分の承認を求める件〔平成29年度鹿児島市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）〕

▼公平委員会委員の選任について同意を求める件
▼固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件  
▼教育予算の拡充を求める意見書提出の件
▼国民の疑問や不安を払拭するための説明責任を果たすために国会の場を通じた懇切丁
寧な対応を求める意見書提出の件

○賛成　×反対議案等に対する各会派等の表決態度

意見書案

議員数会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名会派名等

自 由 民 主 党
新　 政 　会

社 民・市 民
フ ォ ー ラ ム

中元かつあき
杉尾ひろき
山口たけし
長田徳太郎

霜 出 佳 寿
わきた高徳
仮 屋 秀 一

佐 藤 高 広
奥山よしじろう
小森こうぶん

瀬戸山つよし
川 越 桂 路
上 門 秀 彦

平山タカヒサ
森山きよみ

中原ちから
秋 広 正 健

大 森 　 忍 ふじくぼ博文

自 由 民 主 党
日 本 共 産 党
無 所 属 Ａ
無 所 属 Ｂ
無 所 属 Ｃ
無 所 属 Ｄ

3人
3人
1人
1人
1人
1人

13人

6人

民 進 ・
無 所 属 の 会

米山たいすけ
片 平 孝 市

伊地知紘徳 三反園輝男 ふじた太一

堀 　 純 則 古 江 尚 子 入 船 攻 一
園 山 え り たてやま清隆 大園たつや
平山たかし
小川みさ子
大 園 盛 仁
のぐち英一郎

5人

自 由 民 主 党
維 新 の 会

柿 元 一 雄
平 山 　 哲

志摩れい子 中 島 蔵 人 幾 村 清 徳5人

自 民 み ら い

しらが郁代
小森のぶたか

松尾まこと
崎元ひろのり

上田ゆういち 長 浜 昌 三

徳利こうじ
うえだ勇作

薗 田 裕 之 井 上 　 剛 田 中 良 一
5人

公 明 党 6人

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

可決

承認

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

同意

承認

可決

×× ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 否決

10人 10人

委 員 会 の 構 成

総
務
消
防

定数委員会 現員 所 管 事 項委  員（◎委員長  ○副委員長）
総務局、企画財政局、
会計管理室、消防局、
選挙管理委員会、監
査委員及び公平委員
会の所管に属する事
項並びに他の委員会
の所管に属しない事
項
市民局及び健康福祉
局の所管に属する事
項

大園たつや
小森のぶたか
徳利こうじ
崎元ひろのり
仮 屋 秀 一

◎
○

森山きよみ
小森こうぶん
幾 村 清 徳
片 平 孝 市
入 船 攻 一

伊地知紘徳
ふじくぼ博文
平山タカヒサ
たてやま清隆
杉尾ひろき

◎
○

上田ゆういち
井 上 　 剛
柿 元 一 雄
小川みさ子
長田徳太郎

産業局、観光交流局、
農業委員会、市立病
院、交通局、水道局
及び船舶局の所管に
属する事項

瀬戸山つよし
志摩れい子
園 山 え り
中元かつあき
しらが郁代

◎
○

山口たけし
うえだ勇作
大 園 盛 仁
ふじた太一
秋 広 正 健

建設局の所管に属す
る事項

奥山よしじろう
平 山 た かし
米山たいすけ
中原ちから
佐 藤 高 広

◎
○

堀 　 純 則
長 浜 昌 三
田 中 良 一
中 島 蔵 人
上 門 秀 彦

10人 10人

12人 12人

１　議会の運営に関
する事項

２　議会の会議規則、
委員会に関する条
例等に関する事項

３　議長の諮問に関
する事項

桜島火山の継続的な
爆発に伴う降灰対策
等について調査検討
を行い、国・県の財
政措置を含めた各種
施策のより一層の充
実強化を期すため、
関係当局への意見反
映をはかる。

山口たけし
長 浜 昌 三
中原ちから
薗 田 裕 之
大園たつや
杉尾ひろき

◎
○

上田ゆういち
伊地知紘徳
川 越 桂 路
森山きよみ
平 山 　 哲
入 船 攻 一

小森のぶたか
平 山 　 哲
園 山 え り
徳利こうじ
霜 出 佳 寿
瀬戸山つよし

◎
○

上田ゆういち
伊地知紘徳
大 森 　 忍
川 越 桂 路
森山きよみ
入 船 攻 一

12人 12人

10人 10人

10人 10人

市
民
健
康
福
祉

産
業
観
光
企
業

常
　
　
　
任
　
　
　
委
　
　
　
員
　
　
　
会
建
　
　
設

環境局及び教育委員
会の所管に属する事
項

薗 田 裕 之
松尾まこと
霜 出 佳 寿
わきた高徳
大 森 　 忍

◎
○

川 越 桂 路
のぐち英一郎
古 江 尚 子
三反園輝男
平 山 　 哲

10人 10人

環
境
文
教

桜
島
爆
発
対
策

本市が当面している
都市整備問題（河川
改修、港湾整備、バ
イパス建設、鹿児島
中央駅周辺の課題）
について調査検討を
行い、関係当局への
意見反映をはかる。

堀 　 純 則
中元かつあき
佐 藤 高 広
しらが郁代
たてやま清隆
ふじくぼ博文

◎
○

井 上 　 剛
山口たけし
大 園 盛 仁
中 島 蔵 人
ふじた太一
秋 広 正 健

12人 12人

都
市
整
備
対
策

地方創生に係る本市
の「人口ビジョン」
及び「総合戦略」の
進捗状況等について
調査検討を行い、関
係当局への意見反映
をはかる。

小森こうぶん
上田ゆういち
平山タカヒサ
大園たつや
杉尾ひろき
長 浜 昌 三
古 江 尚 子

◎
○

仮 屋 秀 一
志摩れい子
うえだ勇作
森山きよみ
ふじた太一
平山たかし

13人 13人

地
方
創
生
に
関
す
る
調
査

定数委員会 現員 設 置 目 的委  員（◎委員長  ○副委員長）

特
　
別
　
委
　
員
　
会

定数委員会 現員 調査・審査事項委  員（◎委員長  ○副委員長）
議
会
運
営
委
員
会

（平成29年５月16日現在）


